
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の有機ＥＬ部と第２の有機ＥＬ部との対向する中央部に走査信号を印加するＡｌＮ
ｄ層からなる中間電極を配置し、該中間電極とは第１、第２の有機ＥＬ部を挟んで反対側
に第１の透明電極と第２の透明電極をそれぞれ配置するとともに、前記第１の有機ＥＬ

α－ＮＰＤ膜（１３）と該α－ＮＰＤ膜（１３）上に形成されるＡｌｑ 3  膜（１４）と
該Ａｌｑ 3  膜（１４）上に形成されるＥｒＦ 3  膜（１５）と

α－ＮＰＤ膜（１８）と該α－ＮＰＤ膜（１８）上に形成されるＡｌｑ 3  膜（１９
）と該Ａｌｑ 3  膜（１９）上に形成されるＬｉＦ膜（２０）と 全く異なる独立
な画像や文字情報を表裏両面に対し同時に表示可能にすることを特徴とする両面発光有機
ＥＬパネル。
【請求項２】
　第１の有機ＥＬ部と第２の有機ＥＬ部との対向する中央部に走査信号を印加するＡｌＮ
ｄ層からなる中間電極を配置し、該中間電極とは第１、第２の有機ＥＬ部を挟んで反対側
に第１の透明電極と第２の透明電極をそれぞれ配置するとともに、前記第１の有機ＥＬ

－ＮＰＤ膜（１３）と該α－ＮＰＤ膜（１３）上に形成されるＡｌｑ 3  膜（１４）と
該Ａｌｑ 3  膜（１４）上に形成されるＥｒＦ 3  膜（１５）と

α－ＮＰＤ膜（１８）と該α－ＮＰＤ膜（１８）上に形成されるＡｌｑ 3  膜（１９
）と該Ａｌｑ 3  膜（１９）上に形成されるＣａ膜（３１）と 全く異なる独立な
画像や文字情報を表裏両面に対し同時に表示可能にすることを特徴とする両面発光有機Ｅ
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Ｌパネル。
【請求項３】
　第１の有機ＥＬ部と第２の有機ＥＬ部との対向する中央部に走査信号を印加するＡｌＮ
ｄ層からなる中間電極を配置し、該中間電極とは第１、第２の有機ＥＬ部を挟んで反対側
に第１の透明電極と第２の透明電極をそれぞれ配置するとともに、前記第１の有機ＥＬ部

－ＮＰＤ膜（１３）と該α－ＮＰＤ膜（１３）上に形成されるＡｌｑ 3  膜（１４）と
該Ａｌｑ 3  膜（１４）上に形成されるＥｒＦ 3  膜（１５）と

ＭｏＯ 3  膜（３３）と該ＭｏＯ 3  膜（３３）上に形成されるα－ＮＰＤ膜（１８）
と該α－ＮＰＤ膜（１８）上に形成されるＡｌｑ 3  膜（１９）と該Ａｌｑ 3  膜（１９）上
に形成されるＣａ膜（３１）と 全く異なる独立な画像や文字情報を表裏両面に
対し同時に表示可能にすることを特徴とする両面発光有機ＥＬパネル。
【請求項４】
　請求項１から の何れか一項記載の両面発光有機ＥＬパネルにおいて、前記第１の透明
電極、前記第２の透明電極の一方、又は両方が、ＩＴＯ又はＩＺＯであることを特徴とす
る両面発光有機ＥＬパネル。
【請求項５】
　請求項１から の何れか一項記載の両面発光有機ＥＬパネルにおいて、前記第１の透明
電極、前記第２の透明電極の一方、又は両方が、薄層金属であることを特徴とする両面発
光有機ＥＬパネル。
【請求項６】
　請求項１から の何れか一項記載の両面発光有機ＥＬパネルにおいて、前記第１の透明
電極、前記第２の透明電極の両方が、それぞれ前記第１の有機ＥＬ部、前記第２の有機Ｅ
Ｌ部に対して 注入を行い、前記中間電極が前記第１の有機ＥＬ部、前記第２の有機Ｅ
Ｌ部に対して 注入を行うことを特徴とする両面発光有機ＥＬパネル。
【請求項７】
　請求項１から の何れか一項記載の両面発光有機ＥＬパネルにおいて、前記第１の透明
電極、前記第２の透明電極の両方が、それぞれ前記第１の有機ＥＬ部、前記第２の有機Ｅ
Ｌ部に対して 注入を行い、前記中間電極が前記第１の有機ＥＬ部、前記第２の有機Ｅ
Ｌ部に対して 注入を行うことを特徴とする両面発光有機ＥＬパネル。
【請求項８】
　請求項１から の何れか一項記載の両面発光有機ＥＬパネルにおいて、前記第１の透明
電極が前記第１の有機ＥＬ部に対して正孔注入を行い、前記第２の透明電極が前記第２の
有機ＥＬ部に対して電子注入を行い、前記中間電極が前記第１の有機ＥＬ部に対して電子
注入を行い、かつ前記第２の有機ＥＬ部に対して正孔注入を行うことを特徴とする両面発
光有機ＥＬパネル。
【請求項９】
　請求項１から の何れか一項記載の両面発光有機ＥＬパネルにおいて、前記第１の透明
電極が前記第１の有機ＥＬ部に対して電子注入を行い、前記第２の透明電極が前記第２の
有機ＥＬ部に対して正孔注入を行い、前記中間電極が前記第１の有機ＥＬ部に対して正孔
注入を行い、かつ前記第２の有機ＥＬ部に対して電子注入を行うことを特徴とする両面発
光有機ＥＬパネル。
【請求項１０】
　請求項１から の何れか一項記載の両面発光有機ＥＬパネルにおいて、前記中間電極を
前記第１あるいは前記第２の少なくとも一方の有機ＥＬ部に正孔注入電極として使用する
場合、前記中間電極と正孔注入を行う有機ＥＬ部間に、少なくとも１種以上の遷移金属元
素を含む酸化物を挿入することを特徴とする両面発光有機ＥＬパネル。
【請求項１１】
　請求項 記載の両面発光有機ＥＬパネルにおいて、前記遷移金属元素を含む酸化物が
半導体的性質を示すことを特徴とする両面発光有機ＥＬパネル。
【請求項１２】
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　請求項 記載の両面発光有機ＥＬパネルにおいて、前記酸化物半導体が２．０ｅＶ以
上のバンドギャップを持つことを特徴とする両面発光有機ＥＬパネル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、両面発光有機ＥＬパネルに関するものであり、詳細には、全く異なる独立な
画像や文字情報を表裏両面に対し同時に表示することが可能な有機ＥＬパネルに関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　昨今、有機エレクトロルミネッセンス（ＥＬ）素子は、低駆動電圧、高輝度、超薄型、
軽量、フレキシブル等の特徴を有する次世代フラットパネルディスプレイを構築できる素
子として注目を集めている。
【０００３】
　また、両面に発光表示できる有機ＥＬパネルとして透明有機ＥＬ素子が注目され、各所
で開発されている。
【０００４】
　応用例としては、以下のような報告例がある。
【０００５】
　（１）有機ＥＬ層を透明電極であるＩＴＯで挟み込んだ透明電極有機ＥＬ素子（下記非
特許文献１）が開示されている。
【０００６】
　（２）両面発光型エレクトロルミネッセンス素子および両面自発光型情報表示素子（下
記特許文献１）が開示されている。
【特許文献１】特開２０００－５８２６０号公報
【非特許文献１】Ｇ．Ｇｕ，Ｖ．Ｂｕｌｏｖｉｃ，Ｐ．Ｅ．Ｂｕｒｒｏｗｓ，ａｎｄ　Ｓ
．Ｒ．Ｆｏｒｒｅｓｔ：Ａｐｐｌｉｅｄ　Ｐｈｙｓｉｃｓ　Ｌｅｔｔｅｒｓ，６８（１９
），ＰＰ．２６０６－２６０８（１９９６）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上記した従来技術（１）は、同一情報を両面に発光するため、裏側から
見ると表示が左右反転してしまうといった問題があった。
【０００８】
　また、上記した従来技術（２）は、特定パターンの標識板を透明電極上に設けるため特
定のパターンの表示に限られる。
【０００９】
　上記した透明ＥＬ素子を用いた従来の有機ＥＬパネルは、例えば、内外に画面を有する
携帯電話機等に応用される場合、通常利用時の内側ウィンドウの表示と待機時の外側ウィ
ンドウの表示情報を使い分けるという方法を用いていた。つまり、このような従来方式で
は、画像を両面へ発光する場合、同一情報を両側に発光するため、裏側から見ると表示が
左右反転してしまうという問題があり、両面同時表示が必要な文字情報表示板や対面型デ
ィスプレイに応用するには画像や文字情報の表示に問題があった。
【００１０】
　また、これらの上記した従来技術は、片面のみに情報表示が必要な場合においても両面
に発光することから、裏側に放出された分が光エネルギー的に無駄になるといった問題が
あった。
【００１１】
　本発明は、上記状況に鑑みて、左右反転することなく、画像や文字情報の両面同時表示
を的確に行うことができる両面発光有機ＥＬパネルを提供することを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明は、上記目的を達成するために、
　〔１〕両面発光有機ＥＬパネルにおいて、第１の有機ＥＬ部と第２の有機ＥＬ部との対
向する中央部に走査信号を印加するＡｌＮｄ層からなる中間電極を配置し、該中間電極と
は第１、第２の有機ＥＬ部を挟んで反対側に第１の透明電極と第２の透明電極をそれぞれ
配置するとともに、前記第１の有機ＥＬ α－ＮＰＤ膜（１３）と該α－ＮＰＤ膜（１
３）上に形成されるＡｌｑ 3  膜（１４）と該Ａｌｑ 3  膜（１４）上に形成されるＥｒＦ 3  

膜（１５）と α－ＮＰＤ膜（１８）と該α－ＮＰＤ膜
（１８）上に形成されるＡｌｑ 3  膜（１９）と該Ａｌｑ 3  膜（１９）上に形成されるＬｉ
Ｆ膜（２０）と 全く異なる独立な画像や文字情報を表裏両面に対し同時に表示
可能にすることを特徴とする。
【００１３】
　〔２〕両面発光有機ＥＬパネルにおいて、第１の有機ＥＬ部と第２の有機ＥＬ部との対
向する中央部に走査信号を印加するＡｌＮｄ層からなる中間電極を配置し、該中間電極と
は第１、第２の有機ＥＬ部を挟んで反対側に第１の透明電極と第２の透明電極をそれぞれ
配置するとともに、前記第１の有機ＥＬ －ＮＰＤ膜（１３）と該α－ＮＰＤ膜（１
３）上に形成されるＡｌｑ 3  膜（１４）と該Ａｌｑ 3  膜（１４）上に形成されるＥｒＦ 3  

膜（１５）と α－ＮＰＤ膜（１８）と該α－ＮＰＤ膜
（１８）上に形成されるＡｌｑ 3  膜（１９）と該Ａｌｑ 3  膜（１９）上に形成されるＣａ
膜（３１）と 全く異なる独立な画像や文字情報を表裏両面に対し同時に表示可
能にすることを特徴とする。
【００１４】
　〔３〕両面発光有機ＥＬパネルにおいて、第１の有機ＥＬ部と第２の有機ＥＬ部との対
向する中央部に走査信号を印加するＡｌＮｄ層からなる中間電極を配置し、該中間電極と
は第１、第２の有機ＥＬ部を挟んで反対側に第１の透明電極と第２の透明電極をそれぞれ
配置するとともに、前記第１の有機ＥＬ部 －ＮＰＤ膜（１３）と該α－ＮＰＤ膜（１
３）上に形成されるＡｌｑ 3  膜（１４）と該Ａｌｑ 3  膜（１４）上に形成されるＥｒＦ 3  

膜（１５）と ＭｏＯ 3  膜（３３）と該ＭｏＯ 3  膜（３
３）上に形成されるα－ＮＰＤ膜（１８）と該α－ＮＰＤ膜（１８）上に形成されるＡｌ
ｑ 3  膜（１９）と該Ａｌｑ 3  膜（１９）上に形成されるＣａ膜（３１）と 全く
異なる独立な画像や文字情報を表裏両面に対し同時に表示可能にすることを特徴とする。
【００１５】
　〔 〕上記〔１〕から〔 〕の何れか一項記載の両面発光有機ＥＬパネルにおいて、前
記第１の透明電極、前記第２の透明電極の一方、又は両方が、ＩＴＯ又はＩＺＯであるこ
とを特徴とする。
【００１６】
　〔 〕上記〔１〕から〔 〕の何れか一項記載の両面発光有機ＥＬパネルにおいて、前
記第１の透明電極、前記第２の透明電極の一方、又は両方が、薄層金属であることを特徴
とする。
【００１７】
　〔 〕上記〔１〕から〔 〕の何れか一項記載の両面発光有機ＥＬパネルにおいて、前
記第１の透明電極、前記第２の透明電極の両方が、それぞれ前記第１の有機ＥＬ部、前記
第２の有機ＥＬ部に対して 注入を行い、前記中間電極が前記第１の有機ＥＬ部、前記
第２の有機ＥＬ部に対して 注入を行うことを特徴とする。
【００１８】
　〔 〕上記〔１〕から〔 〕の何れか一項記載の両面発光有機ＥＬパネルにおいて、前
記第１の透明電極、前記第２の透明電極の両方が、それぞれ前記第１の有機ＥＬ部、前記
第２の有機ＥＬ部に対して 注入を行い、前記中間電極が前記第１の有機ＥＬ部、前記
第２の有機ＥＬ部に対して 注入を行うことを特徴とする。
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【００１９】
　〔 〕上記〔１〕から〔 〕の何れか一項記載の両面発光有機ＥＬパネルにおいて、前
記第１の透明電極が前記第１の有機ＥＬ部に対して正孔注入を行い、前記第２の透明電極
が前記第２の有機ＥＬ部に対して電子注入を行い、前記中間電極が前記第１の有機ＥＬ部
に対して電子注入を行い、かつ前記第２の有機ＥＬ部に対して正孔注入を行うことを特徴
とする。
【００２０】
　〔 〕上記〔１〕から〔 〕の何れか一項記載の両面発光有機ＥＬパネルにおいて、前
記第１の透明電極が前記第１の有機ＥＬ部に対して電子注入を行い、前記第２の透明電極
が前記第２の有機ＥＬ部に対して正孔注入を行い、前記中間電極が前記第１の有機ＥＬ部
に対して正孔注入を行い、かつ前記第２の有機ＥＬ部に対して電子注入を行うことを特徴
とする。
【００２１】
　〔 〕上記〔１〕から〔 〕の何れか一項記載の両面発光有機ＥＬパネルにおいて、
前記中間電極を前記第１あるいは前記第２の少なくとも一方の有機ＥＬ部に正孔注入電極
として使用する場合、前記中間電極と正孔注入を行う有機ＥＬ部間に、少なくとも１種以
上の遷移金属元素を含む酸化物を挿入することを特徴とする。
【００２２】
　〔 〕上記〔 〕記載の両面発光有機ＥＬパネルにおいて、前記遷移金属元素を含
む酸化物が半導体的性質を示すことを特徴とする。
【００２３】
　〔 〕上記〔 〕記載の両面発光有機ＥＬパネルにおいて、前記酸化物半導体が２
．０ｅＶ以上のバンドギャップを持つことを特徴とする。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明によれば、二つの透明電極間に存在する有機積層の中間部に共通の走査電極を有
する両面発光有機ＥＬパネルを提供することができる。中間部に非透明かつ共通のＡｌＮ
ｄ層からなる走査電極を有し、同一の走査電圧を印加し、その両側に有機ＥＬ部となる有
機層が各々形成され、さらにその外に透明電極を形成することにより、両側に独立した情
報表示が可能な有機ＥＬパネルを、１つの基板上に作製することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　

全く異なる独立な画像や文字情報を表裏両面に対し

【実施例】
【００２６】
　以下、本発明の実施の形態について詳細に説明する。
【００２７】
　図１は、本発明の両面発光有機ＥＬパネルの構造概念図である。
【００２８】
　この図において、１は第１の有機ＥＬ部、２は第２の有機ＥＬ部、３は走査信号を印加
する中間電極、４は第１の透明電極、５は第２の透明電極である。
【００２９】
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８ ３

９ ３

１０ ９

１１ １０

１２ １１

本発明の両面発光有機ＥＬパネルは、第１の有機ＥＬ部と第２の有機ＥＬ部との対向す
る中央部に走査信号を印加するＡｌＮｄ層からなる中間電極を配置し、該中間電極とは第
１、第２の有機ＥＬ部を挟んで反対側に第１の透明電極と第２の透明電極をそれぞれ配置
するとともに、前記第１の有機ＥＬ部がα－ＮＰＤ膜（１３）と該α－ＮＰＤ膜（１３）
上に形成されるＡｌｑ 3  膜（１４）と該Ａｌｑ 3  膜（１４）上に形成されるＥｒＦ 3  膜（
１５）とからなり、前記第２の有機ＥＬ部がα－ＮＰＤ膜（１８）と該α－ＮＰＤ膜（１
８）上に形成されるＡｌｑ 3  膜（１９）と該Ａｌｑ 3  膜（１９）上に形成されるＬｉＦ膜
（２０）とからなり、 同時に表示可能
にする。



　この第１の有機ＥＬ部１，第２の有機ＥＬ部２は、単層、二層、三層以上の多層構造の
いずれの有機ＥＬ素子の構造でも作製可能である。中間電極３の電極材料としては、一例
としてＡｌ系電極が使用可能である。第１の有機ＥＬ部１、第２の有機ＥＬ部２に対して
、電子注入を容易にするため、前記第１、第２の有機ＥＬ部１、２と中間電極３間にＬｉ
、Ｍｇ、Ｃａ、Ｃｓ、Ｅｒの単体、又はそれらの化合物を含む材料の挿入により、より多
くの電子注入が可能となる。
【００３０】
　例えば、中間電極３を電子注入電極として使用する場合は、第１の有機ＥＬ部１，第２
の有機ＥＬ部２と中間電極３間にＬｉＦ、Ｃｓ、Ｍｇ、Ｃａ、ＥｒＦ 3  、Ｃｓ 2  Ｏ、Ｃｓ
Ｔｅ等、種々の材料を挿入することにより、より多くの電子注入が可能となる。
【００３１】
　第１の透明電極４、第２の透明電極５としては、代表的なＩＴＯ（Ｉｎｄｉｕｍ　Ｔｉ
ｎ　Ｏｘｉｄｅ）やＩＺＯ（Ｉｎｄｉｕｍ　Ｚｉｎｃ　Ｏｘｉｄｅ）、ＣａとＡｇの積層
電極等が使用可能である。また、薄層金属を用いることでも発光を得ることが可能である
。
【００３２】
　正孔注入を行う電極と有機ＥＬ部間に、少なくとも１種以上の遷移金属元素を含む酸化
物を挿入することで正孔注入が容易になる。また、半導体的性質を示す酸化物としては、
ＴｉＯ 2  （３．０ｅＶ）、Ｆｅ 2  Ｏ 3  （２．２ｅＶ）、Ｃｕ 2  Ｏ（２．２ｅＶ）、ＺｒＯ

2  （５．０ｅＶ）、Ｎｂ 2  Ｏ 3  （３．０ｅＶ）、ＭｏＯ 3  （３．０ｅＶ）、ＷＯ 3  （２．
７ｅＶ）、ＳｒＴｉＯ 3  （３．２ｅＶ）、Ｆｅ 2  ＴｉＯ 3  （２．８ｅＶ）、ＢａＴｉＯ 3  

（３．３ｅＶ）、ＣａＴｉＯ 3  （３．４ｅＶ）、ＫＴａＯ 3  （３．５ｅＶ）、ＦｅＴｉＯ

3  （２．８ｅＶ）等が使用可能である。なお、括弧内はそれぞれバンドギャップの値を示
す。
【００３３】
　図２は本発明の第１実施例を示す両面発光有機ＥＬパネルの断面図である。
【００３４】
　第１実施例として、有機ＥＬ部１０（図１の第１の有機ＥＬ部１および第２の有機ＥＬ
部２に対応）については、図２に示すように、ガラス基板１１上にＩＴＯ膜１２／α－Ｎ
ＰＤ膜１３（５０ｎｍ）／Ａｌｑ 3  膜１４（５０ｎｍ）／ＥｒＦ 3  膜１５（０．５ｎｍ）
／ＡｌＮｄ膜１６（７０ｎｍ）／ＩＺＯ膜１７（５０ｎｍ）／α－ＮＰＤ膜１８（１００
ｎｍ）／Ａｌｑ 3  膜１９（５０ｎｍ）／ＬｉＦ膜２０（１ｎｍ）／Ａｌ電極２１（１０ｎ
ｍ）の構造を作製した。
【００３５】
　ここで、ＡｌＮｄ膜１６は中間電極（図１の中間電極３に対応）として作用し、これを
厚膜化することにより、反射電極とし、単体Ａｌ薄膜を用いた場合に比べて１／２の平坦
性が得られ、デバイスの短絡を防ぐことができた。
【００３６】
　さらに、Ａｌ電極２１（図１の第２の透明電極５に対応）は薄層化することで半透明化
した。ここで、最上部のＡｌ電極２１の代わりにＩＺＯを単に通常のスパッタにより形成
すると、上部デバイスの短絡が見られた。下部デバイスは、形成後スパッタを行っても特
性上に変化はなかった。これは、フローティング電極のチャージアップによるものと考え
られる。
【００３７】
　デバイス特性としては、上部デバイス、下部デバイスとも独立した発光が確認された。
また、特性は、下部デバイスの方が良好であり、輝度２，２４４ｃｄ／ｍ 2  （＠１００ｍ
Ａ／ｃｍ 2  ）が得られた。
【００３８】
  次に、本発明の第２実施例について説明する。
【００３９】
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　第２実施例として、有機ＥＬ部１０（図１の第１の有機ＥＬ部１および第２の有機ＥＬ
部２に対応）については、図３に示すように、ガラス基板１１上にＩＴＯ膜１２／α－Ｎ
ＰＤ膜１３（５０ｎｍ）／Ａｌｑ 3  膜１４（５０ｎｍ）／ＥｒＦ 3  膜１５（０．５ｎｍ）
／ＡｌＮｄ膜１６（７０ｎｍ）／ＩＺＯ膜１７（２００ｎｍ）／α－ＮＰＤ膜１８（１０
０ｎｍ）／Ａｌｑ 3  膜１９（５０ｎｍ）／Ｃａ膜３１（１０ｎｍ）／Ａｇ膜３２（１０ｎ
ｍ）の積層構造を作製した。
【００４０】
　この実施例による素子の特性を図４に示す。
【００４１】
　第１の有機ＥＬ部に４６６ｍＡ／ｃｍ 2  の電流を流したところ、８，１２６ｃｄ／ｍ 2  

の発光輝度が得られた。また、第２の有機ＥＬ部に２８７ｍＡ／ｃｍ 2  の電流を流したと
ころ、７，１４１ｃｄ／ｍ 2  の発光輝度が得られた。
【００４２】
　次に、本発明の第３実施例について説明する。第３実施例として、有機ＥＬ部１０（図
１の第１の有機ＥＬ部および第２の有機ＥＬ部２に対応）については、図５に示すように
、ガラス基板１１上にＩＴＯ膜１２／α－ＮＰＤ膜１３（５０ｎｍ）／Ａｌｑ 3  膜１４（
５０ｎｍ）／ＥｒＦ 3  膜１５（０．５ｎｍ）／ＡｌＮｄ膜１６（７０ｎｍ）／ＭｏＯ 3  膜
３３（５ｎｍ）／α－ＮＰＤ膜１８（１００ｎｍ）／Ａｌｑ 3  膜１９（５０ｎｍ）／Ｃａ
膜３１（１０ｎｍ）／Ａｇ膜３２（１０ｎｍ）の積層構造を作製した。第１の有機ＥＬ部
に１４．４Ｖの電圧を印加したところ、３７３ｍＡ／ｃｍ 2  の電流が流れ、６７００ｃｄ
／ｃｍ 2  の輝度が得られた。また、第２の有機ＥＬ部に１２．８Ｖの電圧を印加したとこ
ろ、５００ｍＡ／ｃｍ 2  の電流が流れ、１０１０ｃｄ／ｃｍ 2  の輝度が得られた。
【００４３】
　図６は本発明の第４実施例の両面発光有機ＥＬパネルを上部からみた図である。
【００４４】
　この図において、第１の透明電極４と第２の透明電極５は重ねて記載しているが、必ず
しも重なっている必要はない。走査信号を印加する中間電極３は第１の透明電極４と第２
の透明電極５の両方と交差するように配置する。簡単のため第１の有機ＥＬ部と第２の有
機ＥＬ部は省いてある。第１の透明電極４と第２の透明電極５をそれぞれ第１の有機ＥＬ
部と第２の有機ＥＬ部の陽極として、また走査信号を印加する中間電極３を第１の有機Ｅ
Ｌ部と第２の有機ＥＬ部の陰極として使用した場合の両面発光有機ＥＬパネルの駆動波形
の例を図７に示す。図７において、図７（ａ）は第１の透明電極に印加されるデータ信号
を、図７（ｂ）は第２の透明電極に印加されるデータ信号を、図７（ｃ）は中間電極１に
印加される走査信号を、図７（ｄ）は中間電極２に印加される走査信号を、図７（ｅ）は
中間電極ｎに印加される走査信号をそれぞれ示している。
【００４５】
　基本は線順次駆動であるが、第１の透明電極に印加するデータ信号と第２の透明電極に
印加するデータ信号はそれぞれ任意に印加することが可能である。任意の画素の第１の透
明電極に電位Ｖ、走査信号を印加する中間電極に０が印加されたときは第１の有機ＥＬ部
にＶの電圧が印加され、第１の有機ＥＬ部から発光が得られる。
【００４６】
　また、第２の透明電極５に電位Ｖ、走査信号を印加する中間電極３に０が印加されたと
きは第２の有機ＥＬ部にＶの電圧が印加され、第２の有機ＥＬ部から発光が得られる。こ
れ以外の電位が各電極に印加された場合は発光が得られない。第１の透明電極４に印加す
るデータ信号と第２の透明電極５に印加するデータ信号とをそれぞれ独立にかつ任意に選
択し、走査信号を印加する中間電極３に走査信号を印加することによって、第１の有機Ｅ
Ｌ部と第２の有機ＥＬ部からそれぞれ独立な画像が表示可能である。
【００４７】
　なお、第１の透明電極４、第２の透明電極５はその抵抗の低減のために、第１の透明電
極４、第２の透明電極５上に光の取り出しを妨げない程度にＡｌやＣｒ等の不透明金属を
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補助配線として形成することも可能である。
【００４８】
　また、第４実施例において、線順次駆動について示したが、各画素に薄膜トランジスタ
を取り付けアクティブ駆動させることも可能である。
【００４９】
　さらに、生産コスト低減、極薄構造による省スペース、超軽量の特徴を有するディスプ
レイパネルとして期待できる。
【００５０】
　このようにして、二つの透明電極間に存在する有機積層の中間部に共通の走査電極を有
する両面発光有機ＥＬパネルが実現できた。
【００５１】
　なお、本発明は上記実施例に限定されるものではなく、本発明の趣旨に基づき種々の変
形が可能であり、これらを本発明の範囲から排除するものではない。
【産業上の利用可能性】
【００５２】
　本発明の両面発光有機ＥＬパネルは、画像の左右反転の問題が解決された、薄型の両面
文字情報表示板や、対面型ディスプレイパネル等に利用可能である。また、本発明の両面
発光有機ＥＬパネルは、片面のみに情報表示が必要な場合において、片面のみに情報表示
することが可能であり、エネルギー損失の問題が解決されたディスプレイパネル等に利用
可能である。
【図面の簡単な説明】
【００５３】
【図１】本発明の両面発光有機ＥＬパネルの構造概念図である。
【図２】本発明の第１実施例を示す両面発光有機ＥＬパネルの断面図である。
【図３】本発明の第２実施例を示す両面発光有機ＥＬパネルの断面図である。
【図４】本発明の第２実施例を示す両面発光有機ＥＬパネルの電流密度に対する輝度特性
図である。
【図５】本発明の第３実施例を示す両面発光有機ＥＬパネルの断面図である。
【図６】本発明の第４実施例の両面発光有機ＥＬパネルを上部からみた図である。
【図７】本発明の第４実施例の両面発光有機ＥＬパネルの駆動波形の例を示す図である。
【符号の説明】
【００５４】
　１　　第１の有機ＥＬ部
　２　　第２の有機ＥＬ部
　３　　走査信号を印加する中間電極
　４　　第１の透明電極
　５　　第２の透明電極
　１０　　有機ＥＬ部
　１１　　ガラス基板
　１２　　ＩＴＯ膜
　１３，１８　　α－ＮＰＤ膜
　１４，１９　　Ａｌｑ 3  膜
　１５　　ＥｒＦ 3  膜
　１６　　ＡｌＮｄ膜
　１７　　ＩＺＯ膜
　２０　　ＬｉＦ膜
　２１　　Ａｌ電極
　３１　　Ｃａ膜
　３２　　Ａｇ膜
　３３　　ＭｏＯ 3  膜
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

(9) JP 4002949 B2 2007.11.7



フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
                        Ｈ０５ＢＨ０５ＢＨ０５ＢＨ０５ＢＨ０５ＢＨ０５ＢＨ０５ＢＨ０５Ｂ  33/26     (2006.01)  33/26     (2006.01)  33/26     (2006.01)  33/26     (2006.01)  33/26     (2006.01)  33/26     (2006.01)  33/26     (2006.01)  33/26     (2006.01)           Ｈ０５Ｂ  33/26    　　　Ｚ          　　　　　

    審査官  池田　博一

(56)参考文献  特開２００４－０７１２４６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－０１４３１６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０００－１１３９８３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０００－０５８２６０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－２４３１７９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１０－１６２９５９（ＪＰ，Ａ）　　　
              国際公開第０３／０５５２７５（ＷＯ，Ａ１）　　
              特開平１０－１９９６８１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特許第２８２４４１１（ＪＰ，Ｂ２）　　
              特開２００４－００６３３７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－０４３８６８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２００５－５１３７３７（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０１Ｌ　　５１／００－５１／５６
              Ｈ０１Ｌ　　２７／３２　　　　
              Ｈ０５Ｂ　　３３／００－３３／２８
              Ｇ０９Ｆ　　　９／４０　　　　
              Ｇ０９Ｆ　　　９／３０　　　　
              　　　　
              　　　　

(10) JP 4002949 B2 2007.11.7



专利名称(译) 双发射有机EL面板

公开(公告)号 JP4002949B2 公开(公告)日 2007-11-07

申请号 JP2004075574 申请日 2004-03-17

[标]申请(专利权)人(译) 独立行政法人科学技术振兴机构
国立大学法人富山大学

申请(专利权)人(译) 独立行政法人科学技术振兴机构
国立大学法人富山大学

当前申请(专利权)人(译) 独立行政法人科学技术振兴机构
国立大学法人富山大学

[标]发明人 中茂樹
岡田裕之
女川博義

发明人 中 茂樹
岡田 裕之
女川 博義

IPC分类号 H05B33/12 G09F9/30 H01L27/32 G09F9/40 H01L51/50 H05B33/26 H05B33/14

FI分类号 H05B33/12.Z H05B33/12.C G09F9/30.365.Z G09F9/40.303 H05B33/14.A H05B33/26.Z G09F9/30.365 
H01L27/32

F-TERM分类号 3K007/AB17 3K007/BA05 3K007/BA06 3K007/DA06 3K007/DB03 3K107/AA01 3K107/BB01 3K107
/CC05 3K107/CC31 3K107/CC41 3K107/DD04 3K107/DD22 3K107/DD27 3K107/DD44X 3K107
/DD44Y 3K107/DD46X 3K107/DD71 3K107/DD74 3K107/DD84 3K107/DD85 3K107/DD86 3K107
/EE02 3K107/FF06 3K107/FF19 5C094/AA15 5C094/AA22 5C094/AA44 5C094/AA60 5C094/BA27 
5C094/CA19 5C094/DA08 5C094/EA05

代理人(译) 清水 守

审查员(译) 池田弘

其他公开文献 JP2005267926A

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供能够适当显示图像或字母信息的双面发光有机EL面
板，无需镜像反转。 ŽSOLUTION：通过在第一有机EL部件1和第二有机
EL部件的中间部分设置施加扫描信号的中间电极3，分别在正面和背面上
显示完全不同或彼此独立的图像或字母信息。如图2所示，在中间电极3
的相对侧设置第一透明电极4和第二透明电极5。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/3514ad33-204f-4258-8949-024f476cffbd
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/035092265/publication/JP4002949B2?q=JP4002949B2

